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　▶ 農業委員会活動報告

　▶ 農地利用最適化推進委員の紹介

　▶ あとがき

左記以外のContents　本広報の中に、次の重要なお知らせが掲載されていますので
ご確認ください。

▶令和７年度 三川町農地参考賃借料、農作業参考賃金・料金
▶令和７年度 中間管理事業の受付開始日、手数料徴収について

　
予
期
せ
ぬ
「
令
和
の
米
騒
動
」
の

到
来
。
６
割
に
も
及
ぶ
と
言
わ
れ
る

米
値
段
の
高
騰
は
、実
に
31
年
ぶ
り
、

平
成
５
年
の
大
冷
害
以
来
と
も
言
わ

れ
る
。

　
Ｊ
Ａ
を
は
じ
め
と
す
る
集
荷
団
体

の
買
上
げ
額
の
引
上
げ
。
生
産
農
家

の
減
少
、
温
暖
化
に
伴
う
生
産
量
の

減
少
、
小
麦
の
供
給
減
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
に
伴
う
消
費
拡
大
。
加
え
て
備

蓄
米
の
放
出
が
、「
要
件
に
該
当
し

な
い
」と
し
て
見
送
ら
れ
た
事
等
が
、

要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
価
格
の
高
騰
は
、
需
要
と
供
給
の

バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
い
る
結
果
で
あ

り
、
当
面
は
現
在
の
価
格
が
続
く
と

予
測
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状

況
下
、
消
費
者
の
米
離
れ
や
、
米
の

輸
入
拡
大
へ
の
圧
力
の
高
ま
り
も
懸

念
さ
れ
て
い
る
。

　
農
家
に
と
っ
て
収
入
の
増
加
は
う

れ
し
い
も
の
の
、
消
費
者
の
理
解
を

失
い
、
急
激
な
価
格
低
下
に
つ
な
が

ら
な
い
か
不
安
視
す
る
声
も
多
い
。

農
家
と
消
費
者
の
両
者
が
納
得
で
き

る
、
安
定
的
な
価
格
設
定
を
望
み
た

い
も
の
だ
。

編
集
長
　
恩
田  

明
雄
（
土
口
）

あ
と
が
き

あ
と
が
き

令和７年度　三川町農地参考賃借料

・一般賦課金（維持管理費分）…… 借り手の負担
・特別賦課金（事業費分）………… 貸し手の負担
賃借料の額の算定の基礎となる水田面積は、
登記簿の面積です。
（共済組合の引受面積ではありません。）

農地の区分

田
共済引受 13等級 （580Kg）

畑

11,000円

1,000円

参考賃借料（転作を含む）
10ａ当たり

・下記は、あくまでも参考の金額です。

　 実際の金額は、圃場条件等を勘案し、委託者・受託者双方で
　 協議の上、決定してください。

令和７年度　三川町農作業参考賃金・料金

・畑作業の金額は設定していません。下記を参考に協議の上、決定してください。

・下記は、あくまでも参考の金額です。 実際の金額は、委託者・受託者双方で協議の上、決定してください。

作
業
賃
金

機
　
械
　
作
　
業
　
等
　
請
　
負
　
料
　
金

甲

乙

区　　分     基準単位   金　額  　　　　備　　　 　考

作　業　名    基準単位   金　額  　　　　備　　　 　考

１時間当たり

１時間当たり

１時間当たり

10a当たり

10a当たり

1箱当たり

10a当たり

10a当たり

1時間当たり

10a当たり

10a 1回当たり

10a当たり

60kg当たり

60kg当たり

1m当たり

1,550
1,350
1,160

7,600
8,400
810
9,500
7,100
3,100
2,400
1,300
21,800
1,340
670
32

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

機械操作等を要する基幹的な作業

基幹的な作業

補助的な作業

施肥付きについては1,100円増　肥料代は別途料金

10a当たり25箱使用を基準とする 種子代及び箱剤使用の場合は別途料金

側条施肥田植は1,400円増　肥料代は別途料金

湛水直播（条播）　種子代、コーティングは別途

背負式、自走式は問わない

３ｍ間隔（1回）

動力散布とする場合　薬剤費は別途料金

もみ運搬料を含む

オペレーター

一般作業

耕 起

代 か き

育 苗

田 植

田 植（直播）

草 刈

作 溝

薬 剤 等 散 布

コ ン バ イ ン

機 械 乾 燥

籾 摺 調 製

畦 塗

（消費税込み）

土地改良区の賦課金について



石
栗
　聡（
横
川
）

農
業
委
員
会
視
察
研
修

豊
洲
市
場
視
察
か
ら

農
業
委
員
会
活
動
報
告

農
業
委
員
会
活
動
報
告

問合せ先  やまがた農業支援センター （農サポやまがた）   電話 023‒631‒0697

（賃料が 10aあたり年間 10,000 円の場合の例）

毎
年
11
月

所有者
（出し手）

耕作者
（受け手）

やまがた農業支援センター
賃料　10,000 円 / 年

手 数 料

賃料の支払い
　9,925円 75円 賃料の納入

　10,075円75円

　
令
和
７
年
度
か
ら
農
地
中
間
管
理
事
業
の
利
用
に
は
、
農
地

の
所
有
者
・
耕
作
者
の
双
方
か
ら
手
数
料
が
徴
収
さ
れ
ま
す
。

１
、
徴
収
対
象
と
な
る
契
約
　

　
令
和
６
年
７
月
以
降
に
、
新
規
契
約
や
契
約
期
間
満
了
後
の

再
契
約
等
が
あ
っ
た
も
の
。
た
だ
し
、
右
記
よ
り
前
の
契
約
等
は
、

そ
の
契
約
期
間
の
満
了
ま
で
は

徴
収
さ
れ
ま
せ
ん
。

２
、
徴
収
時
期
・
手
数
料
額
・

　
　
徴
収
方
法

① 

毎
年
11
月
に
、
賃
料
に

０
・
７
５
％
を
掛
け
た

額
を
徴
収
。

② 

所
有
者
（
出
し
手
）
は
、

賃
料
受
取
時
に
手
数
料

を
差
引
い
て
口
座
振
込

さ
れ
ま
す
。

③ 

耕
作
者
（
受
け
手
）
は
、

賃
料
支
払
時
に
手
数
料

を
上
乗
せ
し
て
口
座
引

落
さ
れ
ま
す
。

大　沼　隆　一
（東沼）

松　田　　　潤
（成田新田）

菅　原　義　弘
（対馬）

農地利用最適化推進委員の紹介

地
域
農
業
の

活
性
化
の
た
め

が
ん
ば
り
ま
す
！

農
地
中
間
管
理
事
業
の

手
数
料
徴
収
に
つ
い
て

農
地
中
間
管
理
事
業
の

手
数
料
徴
収
に
つ
い
て

農
地
中
間
管
理
事
業
の

手
数
料
徴
収
に
つ
い
て

令
和
７
年
度  

中
間
管
理
事
業
の
受
付
に
つ
い
て

令
和
７
年
度  

中
間
管
理
事
業
の
受
付
に
つ
い
て

令
和
７
年
度  

中
間
管
理
事
業
の
受
付
に
つ
い
て

申
込
み
先

三
川
町
農
業
委
員
会 （
役
場
２
階
）

電
話 

０
２
３
５‒

３
５‒

７
０
１
９

農サポやまがたHP
二次元コード

１
、 【
新
規
契
約
】の
受
付
は
、令
和
７
年
８
月
１
日

（
金
）か
ら
開
始
し
ま
す
。

２
、 

令
和
８
年
度
の
水
稲
生
産
実
施
計
画
書（
野
帳

・
共
済
台
帳
）に
反
映（
印
刷
）さ
せ
る
に
は
、

令
和
７
年
９
月 

22
日（
月
）ま
で
の
申
込
み
が

必
要
で
す
。   

９
月
23
日（
火
）以
降
の
申
込
み

の
場
合
は
、手
書
き
で
の
修
正
と
な
り
ま
す
。

３
、 【
新
規
契
約
】の
賃
料
の
精
算
は
、令
和
７
年
分

は
行
い
ま
せ
ん（
１
回
目
の
精
算
は
令
和
８
年

11
月
か
ら
）。   

７
年
分
は
従
来
通
り
に
精
算

を
お
願
い
し
ま
す
。

４
、 

中
間
管
理
事
業
を
利
用
し
な
い
相
対
契
約

（
出
し
手
・
受
け
手
の
直
接
契
約
）や
、現
在
契

約
中
の
中
間
管
理
事
業
で
の【
耕
作
者
変
更
】

は
、随
時
受
付
中
で
す
。

５
、  

三
川
町
以
外
の
農
地
に
つ
い
て
は
、そ
の
農
地

が
あ
る
市
町
村
で
の
手
続
き
と
な
り
ま
す
。

　
卸
売
市
場
と
言
え
ば
雑
多
で
活
気
が
満

ち
、
人
情
味
あ
ふ
れ
る
情
緒
を
想
像
す
る

方
も
多
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
開
場
７
年
目

と
な
る
豊
洲
市
場
。
現
地
を
一
見
し
た
感

想
は
、
眉
目
秀
麗
の
一
言
に
尽
き
る
。
宛

ら
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
Ｍ
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
様
だ
。

商
品
の
搬
入
が
巨
大
棟
の
東
側
、
搬
出
が

西
側
と
完
全
に
分
か
れ
、
そ
の
中
央
部
に

仲
卸
の
店
舗
が
理
路
整
然
と
並
び
、
白
磁

の
ご
と
き
フ
ロ
ア
を
青
果
物
や
水
産
物
が

入
口
か
ら
出
口
ま
で
最
短
距
離
で
流
れ
て

い
く
。
そ
う
い
え
ば
こ
こ
数
年
、
都
内
の

何
処
で
飲
食
し
て
も
鮮
度
を
訝
し
む
こ
と

な
く
楽
し
め
る
様
に
な
っ
た
の
は
、
以
前

の
外
気
と
隔
た
り
が
な
く
迷
路
の
様
な
築

地
市
場
か
ら
、
外
気
と
遮
断
さ
れ
た
全
館

閉
鎖
型
、
年
間
を
通
し
て
定
温
管
理
徹
底

の
豊
洲
市
場
に
な
っ
た
賜
物
な
の
だ
ろ
う
。

　
東
京
都
に
は
公
設
の
卸
売
市
場
は
青
果

物
が
10
市
場
、
水
産
物
が
３
市
場
あ
る
が
、

豊
洲
市
場
に
お
い
て
青
果
物
は
、
シ
ェ
ア

約
50
％
の
大
田
市
場
に
次
ぐ
約
13
％
、
水

産
物
は
実
に
約
95
％
の
取
引
量
が
あ
る

（
東
京
都
中
央
卸
売
市
場
Ｈ
Ｐ
よ
り
）。
江

東
区
の
豊
洲
市
場
ガ
イ
ド
の
説
明
に
よ
る

と
、
青
果
物
も
水
産
物
も
全
取
引
量
の
９

割
以
上
が
相
対
取
引
で
、
セ
リ
取
引
は

５
％
前
後
と
の
こ
と
。
本
来
全
量
セ
リ
取

引
が
原
則
の
は
ず
だ
が
、
世
界
史
上
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
長
期
間
デ
フ
レ
と
な
っ

た
日
本
で
、
安
い
も
の
を
求
め
る
消
費
者
、

利
益
を
確
保
し
た
い
卸
売
、
安
定
し
た
価

格
で
再
生
産
を
確
実
に
し
た
い
生
産
者
の

３
者
そ
れ
ぞ
れ
が
一
定
の
利
益
を
得
る
た

め
形
成
さ
れ
た
仕
組
み
（
相
対
取
引
）
が
、

最
近
の
所
得
と
物
価
高
が
比
例
し
な
い
経

済
再
生
黎
明
期
の
現
在
、
価
格
形
成
に
お

い
て
市
場
原
理
が
働
か
な
い
こ
の
ケ
ー
ス

が
３
者
の
所
得
向
上
を
遅
延
さ
せ
て
い
る

の
で
は
と
考
察
す
る
。
安
値
に
慣
れ
て
し

ま
っ
た
私
た
ち
が
市
場
原
理
に
基
づ
く
適

正
価
格
を
い
ち
早
く
取
り
戻
す
事
が
、
裾

野
ま
で
所
得
向
上
を
広
げ
る
カ
ギ
の
一
つ

だ
と
豊
洲
市
場
や
都
内
の
小
売
店
、
飲
食

店
を
見
て
感
じ
た
。

　
豊
洲
市
場
は
９
割
以
上
が
食
産
業
の
プ

ロ
向
け
の
施
設
で
あ
る
が
、
一
般
客
も
購

入
出
来
る
「
場
外
市
場
」、
そ
し
て
観
光

客
向
け
の
「
千
客
万
来
」
と
い
う
懐
か
し

い
東
京
下
町
を
彷
彿
さ
せ
る
テ
ー
マ
パ
ー

ク
然
と
し
た
飲
食
店
街
が
あ
る
。
一
昔
前

ま
で
は
箸
を
上
手
く
使
え
る
外
国
人
が
い

れ
ば
、
そ
の
場
で
意
気
投
合
し
友
達
に
な

れ
た
ほ
ど
希
有
だ
っ
た
が
、
千
客
万
来
の

多
く
の
外
国
人
が
箸
を
流
暢
に
使
い
、
海

鮮
丼
や
麺
類
を
頬
張
っ
て
い
た
。
ラ
ー
メ

ン
ラ
イ
ス
を
レ
ン
ゲ
で
す
す
り
、
海
苔
付

き
お
に
ぎ
り
を
頬
張
り
、

海
鮮
丼
を
日
本
人
よ
り

上
手
に
箸
で
口
に
運
ん

で
い
る
。
ふ
と
子
供
た

ち
が
ご
は
ん
を
美
味
し

そ
う
に
食
べ
て
い
る
傍
ら
で
、
そ
れ
を
嬉

し
く
誇
ら
し
く
思
う
気
持
ち
と
重
な
っ
た
。

い
ず
れ
の
国
も
経
済
成
長
を
経
る
と
米
か

ら
小
麦
に
食
生
活
の
比
重
が
増
す
の
が
通

例
で
あ
る
が
、
そ
の
光
景
は
つ
い
こ
の
前

ま
で
長
期
的
な
米
余
り
で
憂
い
を
感
じ
る

一
農
家
と
し
て
、
未
来
の
米
作
り
に
一
条

の
光
明
を
覚
え
た
。
長
年
日
本
の
米
は
、

国
際
価
格
と
比
べ
て
圧
倒
的
に
高
価
で
到

底
国
際
競
争
力
が
な
い
と
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
千
客
万
来
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需

要
を
目
の
当
た
り
に
す
る
と
、
当
た
り
前

に
日
本
の
食
卓
に
定
着
し
て
い
る
米
の
旨

さ
が
、
実
は
と
て
つ
も
な
い
資
源
な
の
で

は
と
高
揚
感
に
満
ち
満
ち
て
く
る
。
元
よ

り
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
米
を
使
う
Ｓ
ｕ
ｓ
ｈ
ｉ
や

Ｂ
ｅ
ｅ
ｆ
Ｂ
ｏ
ｗ
ｌ（
牛
丼
）
は
、
日
本
食

の
筆
頭
と
し
て
世
界
中
で
愛
さ
れ
て
い
る

が
、
肝
心
の
米
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
米
が

殆
ど
で
日
本
産
米
は
価
格
が
到
底
及
ば
な

い
為
、
海
外
で
流
通
す
る
の
は
輸
出
量
が

毎
年
増
し
て
い
る
今
日
で
も
、
相
対
的
に

比
較
す
る
と
ご
く
稀
だ
。
そ
れ
ゆ
え
、
今

ま
で
外
国
人
旅
行
客
の
ほ
と
ん
ど
が
自
国

で
日
本
産
米
を
食
し
た
こ
と
が
な
い
中
、

千
客
万
来
で
の
米
を
食
し
た
と
き
の
あ
の

満
面
の
笑
み
で
あ
る
。
人
は
一
度
美
味
し

い
も
の
を
食
べ
て
し
ま
う
と
、
そ
の
食
水

準
を
下
げ
る
の
は
大
変
度
し
難
い
。
食
味

価
値
と
し
て
の
国
際
競
争
力
が
認
め
ら
れ

れ
ば
、
長
ら
く
続
い
た
国
内
の
供
給
過
多



三
川
町
農
業
講
演
会

齋
藤
　学 

（
落
合
）

の
ツ
ケ
が
生
産
者
に
回
ら
な
い
こ
と
を
切

に
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

　
そ
も
そ
も
、
毎
日
彩
り
豊
か
な
食
生
活

を
送
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
日
本
有

史
以
来
こ
こ
数
十
年
の
事
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
稲
作
の
歴
史
を
辿
れ
ば
約
３
０
０

０
年
、
先
人
達
１
人
１
人
の
腹
一
杯
食
べ

た
い
と
い
う
想
い
が
栽
培
方
法
を
発
展
さ

せ
、
気
が
遠
く
な
る
程
の
積
み
重
ね
で
食

味
、
収
量
、
耐
病
を
兼
ね
備
え
た
品
種
が

確
立
さ
れ
、
肥
料
、
農
薬
、
機
械
の
機
能

性
能
向
上
に
つ
い
て
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

そ
の
歴
史
の
中
で
大
変
貌
と
言
え
る
べ
き

事
柄
が
何
度
か
あ
っ
た
。
記
憶
を
辿
れ
ば

カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
登
場
や
、

田
植
機
、
乾
燥
機
の
移
行
期
、
基
盤
整
備
。

農
業
者
ひ
と
り
１
人
の
想
い
を
汲
み
取
れ

ば
受
け
入
れ
難
い
事
だ
っ
た
ろ
う
が
、
今

と
な
っ
て
は
そ
れ
ら
が
無
け
れ
ば
今
日
が

な
か
っ
た
と
頷
け
る
。
失
わ
れ
た
30
年
と

日
本
の
事
を
揶
揄
す
る
発
言
は
よ
く
耳
に

す
る
し
、
実
際
様
々
な
数
値
が
そ
れ
を
物

語
っ
て
い
る
。
稲
作
業
界
で
も
、
見
方
に

よ
っ
て
は
こ
の
30
年
は
平
穏
だ
っ
た
と
も

言
え
る
。
人
生
に
と
っ
て
安
定
は
大
変
望

ま
し
い
が
、
そ
れ
が
長
く
続
く
と
、
進
化

で
最
も
大
切
な
変
化
に
臆
病
に
な
っ
て
し

ま
う
。
変
化
は
一
時
大
変
な
痛
み
を
伴
う

が
、
乗
り
越
え
た
先
に
は
賜
物
が
待
っ
て

い
る
。

　
昨
今
、「
地
域
計
画
」
に
つ
い
て
巷
を

騒
が
せ
て
お
り
、
今
一
つ
重
要
性
を
見
い

だ
せ
な
い
方
も
お
ら
れ
る
と
思
う
が
、
こ

の
真
髄
は
農
地
の
集
約
こ
そ
に
あ
る
と
思

う
。
三
川
で
農
地
の
集
約
が
叶
う
の
で
あ

れ
ば
、
水
路
毎
や
１
カ
所
に
ま
と
め
た
農

地
で
の
農
作
業
効
率
は
著
し
く
向
上
し
、

ス
ム
ー
ズ
な
水
利
を
確
保
で
き
る
事
で
１

人
が
担
え
る
面
積
が
拡
大
す
る
。
併
せ
て

農
地
の
資
産
価
値
も
上
昇
す
る
。
デ
メ

リ
ッ
ト
は
長
年
根
ざ
し
た
愛
着
あ
る
農
地

か
ら
鞍
替
え
す
る
惜
別
の
想
い
だ
。

　
同
様
の
痛
み
を
経
験
し
、
変
貌
し
た
豊

洲
市
場
が
周
辺
に
及
ぼ
し
た
成
果
の
如
く
、

変
え
る
こ
と
、
守
り
続
け
る
こ
と
、
止
め

る
こ
と
を
し
っ
か
り
と
見
極
め
、
未
来
の

三
川
の
農
業
の
在
り
方
を
追
求
し
て
い
き

た
い
。

　
農
業
委
員
会
で
は
、
毎
年
農
業
経
営
に

役
立
つ
講
習
会
を
催
し
て
お
り
ま
す
。
昨

年
は
11
月
25
日
、
な
の
花
ホ
ー
ル
に
お
い

て
三
川
町
農
業
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
農
業
関
係
者
29
名
が
参
加
し
、「
改

正
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の
も
と
で

の
今
後
の
農
政
の
展
望
に
つ
い
て
」
と
題

し
、
全
国
農
業
会
議
所
専
務
理
事
　
稲
垣

照
哉
氏
よ
り
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

稲
垣
氏
は
、
農
林
水
産
省
の
食
料
・
農
業
・

農
村
政
策
審
議
会
の
委
員
な
ど
を
務
め
、

今
回
の
法
改
正
に
も
助
言
や
提
言
を
行
っ

て
お
り
、
現
在
の
農
業
の
情
勢
や
こ
れ
か

ら
の
展
望
に
つ
い
て
、
詳
し
く
ご
説
明
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、
人
口
減
少
に
伴
う
担
い
手

不
足
に
よ
り
、
１
経
営
体
の
面
積
拡
大
に

伴
う
課
題
や
、
農
業
委
員
会
で
も
進
め
て

い
る
農
地
の
集
約
・
集
積
及
び
地
域
計
画

の
重
要
性
に
つ
い
て
も
お
話
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
後
の
十
分
な
食
料
確
保
並
び

に
農
地
の
適
正
管
理
・
確
保
の
た
め
に
、

何
を
す
べ
き
か
考
え
さ
せ
ら
れ
る
講
演
に

な
り
ま
し
た
。

を
解
決
す
る
糸
口
に
な
る
の
で
は
と
思
う
。

　
さ
て
、
目
下
の
問
題
で
あ
る
令
和
の
米

騒
動
。
飽
食
に
油
断
し
き
っ
て
い
た
現
代

で
ま
さ
か
の
米
不
足
。
こ
の
30
年
間
米
価

下
落
は
常
識
と
な
っ
て
い
た
が
、
昨
年
秋

の
概
算
金
の
前
年
比
大
幅
上
昇
に
、
こ
れ

ま
で
最
低
時
給
ど
こ
ろ
か
マ
イ
ナ
ス
さ
え

も
あ
っ
た
我
々
水
稲
の
生
産
者
は
漸
く
息

を
吹
き
返
し
た
思
い
だ
。

　
一
昨
年
の
酷
暑
に
よ
る
米
質
低
下
で
、

収
量
が
あ
っ
て
も
精
米
歩
留
ま
り
が
下
が

り
流
通
量
が
減
、
昨
年
は
主
要
の
産
地
で

気
温
は
高
く
と
も
出
穂
以
降
の
日
照
時
間

が
例
年
の
約
半
分
程
度
だ
っ
た
為
、
光
合

成
が
行
わ
れ
ず
米
粒
が
小
さ
く
な
り
、
実

際
の
歩
留
ま
り
が
作
況
指
数
ど
お
り
と
は

い
か
ず
近
年
未
曾
有
の
連
年
不
作
。
漸
く

備
蓄
米
放
出
の
ニ
ュ
ー
ス
が
渇
望
し
た
市

場
の
話
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
世
界
に
目

を
向
け
る
と
、
米
の
国
際
価
格
の
基
調
と

な
っ
て
い
る
タ
イ
米
は
精
米
価
格
で
２
０

２
４
年
１
月
の
６
６
０
Ｕ
Ｓ
ド
ル
／
ト
ン

か
ら
徐
々
に
下
落
し
、
２
０
２
５
年
１
月

で
は
４
７
８
Ｕ
Ｓ
ド
ル
／
ト
ン
に
大
幅
下

落
し
た
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
米
も
２
０
２

３
年
産
か
ら
増
産
し
て
お
り
同
様
の
傾
向

だ
。
こ
の
日
本
の
異
常
な
米
相
場
。
生
産

者
の
私
た
ち
に
と
っ
て
悲
願
の
米
価
上
昇

と
な
っ
た
が
、
直
接
生
産
者
に
結
び
つ
か

な
い
マ
ネ
ー
ゲ
ー
ム
化
し
た
今
日
の
相
場

に
辟
易
と
憤
り
を
感
じ
る
。
ゲ
ー
ム
終
焉



農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

五
十
嵐
　晃
樹 

（
青
山
）

　
毎
年
農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
法
で
定
め
ら
れ

て
い
る
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
農
地
の
違

反
転
用
、
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
、
農
地
転
用
許

可
後
の
現
地
確
認
な
ど
を
し
、
問
題
の
あ
っ
た
箇

所
に
つ
い
て
は
改
善
を
求
め
る
等
の
措
置
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
適
正
な
管
理
が
さ
れ
ず
荒
れ
て
し
ま
っ
た
農
地

は
、
病
害
虫
の
発
生
や
有
害
鳥
獣
の
隠
れ
家
と
な

り
、地
域
の
迷
惑
と
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

雑
草
や
雑
木
が
繁
茂
す
れ
ば
、
離
農
時
に
借
り
手

を
探
す
こ
と
が
困
難
に
な
り
ま
す
。

　
地
域
の
大
切
な
優
良
農
地
を
守
り
、
次
世
代
へ

引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
も
、
適
正
管
理
と
有
効

活
用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〔この場合も許可が必要です〕

農地を転用するときは、農地法の許可が必要です！

資材置場にしたい 青空駐車場にしたい 農業用の施設を建てたい
※自己所有農地に2a未満
　の農業用施設を建てる
　場合は許可を要しない
　こととなっていますが、
　まずは農業委員会に
　ご相談ください。

農地を農地以外の用途にかえて使うことを「農地転用」といい、農地法の許可が必要です。
農地転用の計画がある場合は、農業委員会事務局まで事前相談をお願いします。

農業者年金で安心で豊かな老後を！
老後の備えは国民年金プラス農業者年金が基本です。あなたの老後生活への備えは十分ですか？
農業者年金は農家のことを知りつくした農家のための年金制度です。

詳しくは農業委員会事務局へお気軽にお問合せください

農業者年金の3つのメリット次の要件を満たす方なら
どなたでも加入できます

メリット1メリット1 女性に優しい女性に優しい
●奥様も単独で入れます。　●女性農業者の長い老後をしっかりサポートします！
●女性農業者の老後の安心は自分で確保
●家族経営協定で保険料の国庫補助も

メリット2メリット2 若年層には手厚い政策支援（保険料補助）若年層には手厚い政策支援（保険料補助）
国民年金第１号被保険者等の農業者年金への加入要件に加え、
●39歳までに加入　　●農業所得が900万円以下
●認定農業者で青色申告者等　　  　  を満たせば受けられます。

●支払った保険料は全額が社会保険料控除の対象となります。
メリット3メリット3 税制面で大きな優遇税制面で大きな優遇

国民年金第１号被保険者
国民年金保険料納付免除者を除く
国民年金第１号被保険者
国民年金保険料納付免除者を除く

年間60日以上農業に従事年間60日以上農業に従事

65歳未満
60歳以上は、国民年金の任意加入被保険者
65歳未満
60歳以上は、国民年金の任意加入被保険者

農業者年金基金　動画コーナー
詳しくは下記で検索詳しくは下記で検索



石
栗
　聡（
横
川
）

農
業
委
員
会
視
察
研
修

豊
洲
市
場
視
察
か
ら

農
業
委
員
会
活
動
報
告

農
業
委
員
会
活
動
報
告

問合せ先  やまがた農業支援センター （農サポやまがた）   電話 023‒631‒0697

（賃料が 10aあたり年間 10,000 円の場合の例）

毎
年
11
月

所有者
（出し手）

耕作者
（受け手）

やまがた農業支援センター
賃料　10,000 円 / 年

手 数 料

賃料の支払い
　9,925円 75円 賃料の納入

　10,075円75円

　
令
和
７
年
度
か
ら
農
地
中
間
管
理
事
業
の
利
用
に
は
、
農
地

の
所
有
者
・
耕
作
者
の
双
方
か
ら
手
数
料
が
徴
収
さ
れ
ま
す
。

１
、
徴
収
対
象
と
な
る
契
約
　

　
令
和
６
年
７
月
以
降
に
、
新
規
契
約
や
契
約
期
間
満
了
後
の

再
契
約
等
が
あ
っ
た
も
の
。
た
だ
し
、
右
記
よ
り
前
の
契
約
等
は
、

そ
の
契
約
期
間
の
満
了
ま
で
は

徴
収
さ
れ
ま
せ
ん
。

２
、
徴
収
時
期
・
手
数
料
額
・

　
　
徴
収
方
法

① 

毎
年
11
月
に
、
賃
料
に

０
・
７
５
％
を
掛
け
た

額
を
徴
収
。

② 

所
有
者
（
出
し
手
）
は
、

賃
料
受
取
時
に
手
数
料

を
差
引
い
て
口
座
振
込

さ
れ
ま
す
。

③ 

耕
作
者
（
受
け
手
）
は
、

賃
料
支
払
時
に
手
数
料

を
上
乗
せ
し
て
口
座
引

落
さ
れ
ま
す
。

大　沼　隆　一
（東沼）

松　田　　　潤
（成田新田）

菅　原　義　弘
（対馬）

農地利用最適化推進委員の紹介

地
域
農
業
の

活
性
化
の
た
め

が
ん
ば
り
ま
す
！

農
地
中
間
管
理
事
業
の

手
数
料
徴
収
に
つ
い
て

農
地
中
間
管
理
事
業
の

手
数
料
徴
収
に
つ
い
て

農
地
中
間
管
理
事
業
の

手
数
料
徴
収
に
つ
い
て

令
和
７
年
度  

中
間
管
理
事
業
の
受
付
に
つ
い
て

令
和
７
年
度  

中
間
管
理
事
業
の
受
付
に
つ
い
て

令
和
７
年
度  

中
間
管
理
事
業
の
受
付
に
つ
い
て

申
込
み
先

三
川
町
農
業
委
員
会 （
役
場
２
階
）

電
話 

０
２
３
５‒

３
５‒

７
０
１
９

農サポやまがたHP
二次元コード

１
、 【
新
規
契
約
】の
受
付
は
、令
和
７
年
８
月
１
日

（
金
）か
ら
開
始
し
ま
す
。

２
、 

令
和
８
年
度
の
水
稲
生
産
実
施
計
画
書（
野
帳

・
共
済
台
帳
）に
反
映（
印
刷
）さ
せ
る
に
は
、

令
和
７
年
９
月 

22
日（
月
）ま
で
の
申
込
み
が

必
要
で
す
。   

９
月
23
日（
火
）以
降
の
申
込
み

の
場
合
は
、手
書
き
で
の
修
正
と
な
り
ま
す
。

３
、 【
新
規
契
約
】の
賃
料
の
精
算
は
、令
和
７
年
分

は
行
い
ま
せ
ん（
１
回
目
の
精
算
は
令
和
８
年

11
月
か
ら
）。   

７
年
分
は
従
来
通
り
に
精
算

を
お
願
い
し
ま
す
。

４
、 

中
間
管
理
事
業
を
利
用
し
な
い
相
対
契
約

（
出
し
手
・
受
け
手
の
直
接
契
約
）や
、現
在
契

約
中
の
中
間
管
理
事
業
で
の【
耕
作
者
変
更
】

は
、随
時
受
付
中
で
す
。

５
、  

三
川
町
以
外
の
農
地
に
つ
い
て
は
、そ
の
農
地

が
あ
る
市
町
村
で
の
手
続
き
と
な
り
ま
す
。

　
卸
売
市
場
と
言
え
ば
雑
多
で
活
気
が
満

ち
、
人
情
味
あ
ふ
れ
る
情
緒
を
想
像
す
る

方
も
多
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
開
場
７
年
目

と
な
る
豊
洲
市
場
。
現
地
を
一
見
し
た
感

想
は
、
眉
目
秀
麗
の
一
言
に
尽
き
る
。
宛

ら
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
Ｍ
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
様
だ
。

商
品
の
搬
入
が
巨
大
棟
の
東
側
、
搬
出
が

西
側
と
完
全
に
分
か
れ
、
そ
の
中
央
部
に

仲
卸
の
店
舗
が
理
路
整
然
と
並
び
、
白
磁

の
ご
と
き
フ
ロ
ア
を
青
果
物
や
水
産
物
が

入
口
か
ら
出
口
ま
で
最
短
距
離
で
流
れ
て

い
く
。
そ
う
い
え
ば
こ
こ
数
年
、
都
内
の

何
処
で
飲
食
し
て
も
鮮
度
を
訝
し
む
こ
と

な
く
楽
し
め
る
様
に
な
っ
た
の
は
、
以
前

の
外
気
と
隔
た
り
が
な
く
迷
路
の
様
な
築

地
市
場
か
ら
、
外
気
と
遮
断
さ
れ
た
全
館

閉
鎖
型
、
年
間
を
通
し
て
定
温
管
理
徹
底

の
豊
洲
市
場
に
な
っ
た
賜
物
な
の
だ
ろ
う
。

　
東
京
都
に
は
公
設
の
卸
売
市
場
は
青
果

物
が
10
市
場
、
水
産
物
が
３
市
場
あ
る
が
、

豊
洲
市
場
に
お
い
て
青
果
物
は
、
シ
ェ
ア

約
50
％
の
大
田
市
場
に
次
ぐ
約
13
％
、
水

産
物
は
実
に
約
95
％
の
取
引
量
が
あ
る

（
東
京
都
中
央
卸
売
市
場
Ｈ
Ｐ
よ
り
）。
江

東
区
の
豊
洲
市
場
ガ
イ
ド
の
説
明
に
よ
る

と
、
青
果
物
も
水
産
物
も
全
取
引
量
の
９

割
以
上
が
相
対
取
引
で
、
セ
リ
取
引
は

５
％
前
後
と
の
こ
と
。
本
来
全
量
セ
リ
取

引
が
原
則
の
は
ず
だ
が
、
世
界
史
上
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
長
期
間
デ
フ
レ
と
な
っ

た
日
本
で
、
安
い
も
の
を
求
め
る
消
費
者
、

利
益
を
確
保
し
た
い
卸
売
、
安
定
し
た
価

格
で
再
生
産
を
確
実
に
し
た
い
生
産
者
の

３
者
そ
れ
ぞ
れ
が
一
定
の
利
益
を
得
る
た

め
形
成
さ
れ
た
仕
組
み
（
相
対
取
引
）
が
、

最
近
の
所
得
と
物
価
高
が
比
例
し
な
い
経

済
再
生
黎
明
期
の
現
在
、
価
格
形
成
に
お

い
て
市
場
原
理
が
働
か
な
い
こ
の
ケ
ー
ス

が
３
者
の
所
得
向
上
を
遅
延
さ
せ
て
い
る

の
で
は
と
考
察
す
る
。
安
値
に
慣
れ
て
し

ま
っ
た
私
た
ち
が
市
場
原
理
に
基
づ
く
適

正
価
格
を
い
ち
早
く
取
り
戻
す
事
が
、
裾

野
ま
で
所
得
向
上
を
広
げ
る
カ
ギ
の
一
つ

だ
と
豊
洲
市
場
や
都
内
の
小
売
店
、
飲
食

店
を
見
て
感
じ
た
。

　
豊
洲
市
場
は
９
割
以
上
が
食
産
業
の
プ

ロ
向
け
の
施
設
で
あ
る
が
、
一
般
客
も
購

入
出
来
る
「
場
外
市
場
」、
そ
し
て
観
光

客
向
け
の
「
千
客
万
来
」
と
い
う
懐
か
し

い
東
京
下
町
を
彷
彿
さ
せ
る
テ
ー
マ
パ
ー

ク
然
と
し
た
飲
食
店
街
が
あ
る
。
一
昔
前

ま
で
は
箸
を
上
手
く
使
え
る
外
国
人
が
い

れ
ば
、
そ
の
場
で
意
気
投
合
し
友
達
に
な

れ
た
ほ
ど
希
有
だ
っ
た
が
、
千
客
万
来
の

多
く
の
外
国
人
が
箸
を
流
暢
に
使
い
、
海

鮮
丼
や
麺
類
を
頬
張
っ
て
い
た
。
ラ
ー
メ

ン
ラ
イ
ス
を
レ
ン
ゲ
で
す
す
り
、
海
苔
付

き
お
に
ぎ
り
を
頬
張
り
、

海
鮮
丼
を
日
本
人
よ
り

上
手
に
箸
で
口
に
運
ん

で
い
る
。
ふ
と
子
供
た

ち
が
ご
は
ん
を
美
味
し

そ
う
に
食
べ
て
い
る
傍
ら
で
、
そ
れ
を
嬉

し
く
誇
ら
し
く
思
う
気
持
ち
と
重
な
っ
た
。

い
ず
れ
の
国
も
経
済
成
長
を
経
る
と
米
か

ら
小
麦
に
食
生
活
の
比
重
が
増
す
の
が
通

例
で
あ
る
が
、
そ
の
光
景
は
つ
い
こ
の
前

ま
で
長
期
的
な
米
余
り
で
憂
い
を
感
じ
る

一
農
家
と
し
て
、
未
来
の
米
作
り
に
一
条

の
光
明
を
覚
え
た
。
長
年
日
本
の
米
は
、

国
際
価
格
と
比
べ
て
圧
倒
的
に
高
価
で
到

底
国
際
競
争
力
が
な
い
と
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
千
客
万
来
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需

要
を
目
の
当
た
り
に
す
る
と
、
当
た
り
前

に
日
本
の
食
卓
に
定
着
し
て
い
る
米
の
旨

さ
が
、
実
は
と
て
つ
も
な
い
資
源
な
の
で

は
と
高
揚
感
に
満
ち
満
ち
て
く
る
。
元
よ

り
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
米
を
使
う
Ｓ
ｕ
ｓ
ｈ
ｉ
や

Ｂ
ｅ
ｅ
ｆ
Ｂ
ｏ
ｗ
ｌ（
牛
丼
）
は
、
日
本
食

の
筆
頭
と
し
て
世
界
中
で
愛
さ
れ
て
い
る

が
、
肝
心
の
米
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
米
が

殆
ど
で
日
本
産
米
は
価
格
が
到
底
及
ば
な

い
為
、
海
外
で
流
通
す
る
の
は
輸
出
量
が

毎
年
増
し
て
い
る
今
日
で
も
、
相
対
的
に

比
較
す
る
と
ご
く
稀
だ
。
そ
れ
ゆ
え
、
今

ま
で
外
国
人
旅
行
客
の
ほ
と
ん
ど
が
自
国

で
日
本
産
米
を
食
し
た
こ
と
が
な
い
中
、

千
客
万
来
で
の
米
を
食
し
た
と
き
の
あ
の

満
面
の
笑
み
で
あ
る
。
人
は
一
度
美
味
し

い
も
の
を
食
べ
て
し
ま
う
と
、
そ
の
食
水

準
を
下
げ
る
の
は
大
変
度
し
難
い
。
食
味

価
値
と
し
て
の
国
際
競
争
力
が
認
め
ら
れ

れ
ば
、
長
ら
く
続
い
た
国
内
の
供
給
過
多



令和7年3月15日発行
発行：三川町農業委員会　〒997-1301 三川町大字横山字西田85番地 TEL 0235-35-7019

　▶ 農業委員会活動報告

　▶ 農地利用最適化推進委員の紹介

　▶ あとがき

左記以外のContents　本広報の中に、次の重要なお知らせが掲載されていますので
ご確認ください。

▶令和７年度 三川町農地参考賃借料、農作業参考賃金・料金
▶令和７年度 中間管理事業の受付開始日、手数料徴収について

　
予
期
せ
ぬ
「
令
和
の
米
騒
動
」
の

到
来
。
６
割
に
も
及
ぶ
と
言
わ
れ
る

米
値
段
の
高
騰
は
、実
に
31
年
ぶ
り
、

平
成
５
年
の
大
冷
害
以
来
と
も
言
わ

れ
る
。

　
Ｊ
Ａ
を
は
じ
め
と
す
る
集
荷
団
体

の
買
上
げ
額
の
引
上
げ
。
生
産
農
家

の
減
少
、
温
暖
化
に
伴
う
生
産
量
の

減
少
、
小
麦
の
供
給
減
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
に
伴
う
消
費
拡
大
。
加
え
て
備

蓄
米
の
放
出
が
、「
要
件
に
該
当
し

な
い
」と
し
て
見
送
ら
れ
た
事
等
が
、

要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
価
格
の
高
騰
は
、
需
要
と
供
給
の

バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
い
る
結
果
で
あ

り
、
当
面
は
現
在
の
価
格
が
続
く
と

予
測
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状

況
下
、
消
費
者
の
米
離
れ
や
、
米
の

輸
入
拡
大
へ
の
圧
力
の
高
ま
り
も
懸

念
さ
れ
て
い
る
。

　
農
家
に
と
っ
て
収
入
の
増
加
は
う

れ
し
い
も
の
の
、
消
費
者
の
理
解
を

失
い
、
急
激
な
価
格
低
下
に
つ
な
が

ら
な
い
か
不
安
視
す
る
声
も
多
い
。

農
家
と
消
費
者
の
両
者
が
納
得
で
き

る
、
安
定
的
な
価
格
設
定
を
望
み
た

い
も
の
だ
。

編
集
長
　
恩
田  

明
雄
（
土
口
）

あ
と
が
き

あ
と
が
き

令和７年度　三川町農地参考賃借料

・一般賦課金（維持管理費分）…… 借り手の負担
・特別賦課金（事業費分）………… 貸し手の負担
賃借料の額の算定の基礎となる水田面積は、
登記簿の面積です。
（共済組合の引受面積ではありません。）

農地の区分

田
共済引受 13等級 （580Kg）

畑

11,000円

1,000円

参考賃借料（転作を含む）
10ａ当たり

・下記は、あくまでも参考の金額です。

　 実際の金額は、圃場条件等を勘案し、委託者・受託者双方で
　 協議の上、決定してください。

令和７年度　三川町農作業参考賃金・料金

・畑作業の金額は設定していません。下記を参考に協議の上、決定してください。

・下記は、あくまでも参考の金額です。 実際の金額は、委託者・受託者双方で協議の上、決定してください。

作
業
賃
金

機
　
械
　
作
　
業
　
等
　
請
　
負
　
料
　
金

甲

乙

区　　分     基準単位   金　額  　　　　備　　　 　考

作　業　名    基準単位   金　額  　　　　備　　　 　考

１時間当たり

１時間当たり

１時間当たり

10a当たり

10a当たり

1箱当たり

10a当たり

10a当たり

1時間当たり

10a当たり

10a 1回当たり

10a当たり

60kg当たり

60kg当たり

1m当たり

1,550
1,350
1,160

7,600
8,400
810
9,500
7,100
3,100
2,400
1,300
21,800
1,340
670
32

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

機械操作等を要する基幹的な作業

基幹的な作業

補助的な作業

施肥付きについては1,100円増　肥料代は別途料金

10a当たり25箱使用を基準とする 種子代及び箱剤使用の場合は別途料金

側条施肥田植は1,400円増　肥料代は別途料金

湛水直播（条播）　種子代、コーティングは別途

背負式、自走式は問わない

３ｍ間隔（1回）

動力散布とする場合　薬剤費は別途料金

もみ運搬料を含む

オペレーター

一般作業

耕 起

代 か き

育 苗

田 植

田 植（直播）

草 刈

作 溝

薬 剤 等 散 布

コ ン バ イ ン

機 械 乾 燥

籾 摺 調 製

畦 塗

（消費税込み）

土地改良区の賦課金について


